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三菱総研 IoT診断サービスによる

利益創出プログラム

IoT活用におけるお悩み

利益創出プログラムとは

実装

改善
実行

効果
出し

成果で再投資

成果で再投資
試算効果で
初期投資

・効果が分からないので、投資できない
・どこから手を付けてよいか分からない
・活用しきれていないデータがある

・「できること」からの発想に陥っている
・PoC後の展開が描けない
・推進リソースが足りない

「IoT診断サービス」の試算効果を初期投資予算としてIoT活用に着手し
その後の取り組み成果で継続的に再投資を行う

キャッシュフロー評価をベースとした業績改善プログラム

三菱総研では、IoT診断サービスで経営変革の一歩を後押しし
IoT活用による利益創出プログラムで、ものづくり競争力の向上に貢献します

IoT診断
サービス

実装効果
出し

改善
実行

改善
効果

改善
効果効果

出し
実装

改善
実行
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固定費

変動費

損益分岐点

売上高

＜診断サービスを通じて＞
製造現場に眠るアナログデータ（非稼働発生要因、対処を記したメモ）を
デジタル化することにより管理工数削減と改善機会が明らかになることが判明

＜MRIの支援内容＞
予実管理型で改善施策のモニタリングを支援

＜改善効果＞
14百万円/年（管理工数の削減、製造可能時間の増大）

＜MRIの支援内容＞
蓄積されたデータ分析を行い、製造プロセス効率向上の改善策を検討

蓄積データから改善対象の
絞り込みを実施

＜改善効果＞
限界利益で

年間50百万円超
（改善施策の実現）

＜改善効果＞
限界利益で

年間100百万円超

改善効果を原資に
同一工場他ライン、他工場展開などを現在推進中！

利益創出プログラムサービス事例 ～鋼管製造業～
（年間コスト注入額約20億円のラインを対象に実施）

IoT診断

Phase

初期投資
Phase

再投資
Phase

＜IoT活用施策の実行①＞
製造現場へのタブレット導入（非稼働発生要因、対処結果を記録）

＜IoT活用施策の実行②＞
タブレットから収集したデータと「設備稼働データ」「生産計画」
「実績データ」を統合
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IoT診断サービスの特長

三菱総研IoTスターターキットを活用することで新規IT投資が不要

投資レス1

【 IoT診断サービスのご紹介 】

製造業向けに開発された情報基盤（三菱総研IoTスターターキット）により、 「経営課題」
「ビジネスデータ」を持ち合わせれば、効果シュミレーションがすぐに実行可能なサービスです。

IoT診断サービス 3STEP

投資に値するか許容できる投資額はどのくらいか、をあらかじめ把握することが可能

投資効果の確実性向上2

YOKOGAWAとの戦略的提携により、国内・海外問わずほぼ全業種の製造業に対応が可能

幅広い業種への対応3

STEP1
現状の
把握・分析

STEP2
改善施策検

討・
効果試算

STEP3
アクション
プラン作成

ご提供情報

1) 工場レイアウト
2) QC工程図
3) 設備一覧
4) 生産計画・実績
5) 設備稼働状況

6) 情報システム資料
7) 人員シフト
8) 原価情報
9) 各種管理帳票

インタビューにて確認された
経営課題・取り組み仮説

【三菱総研IoTスターターキット】

①「紙⇒デジタル」ツール

タブレットによる入力
ツールを開発し
リアルタイムでの
情報収集を実現

③MRIものづくり
サイバーフィジカルシステム

②見える化ツール

④改善効果把握
シミュレーション
ツール

設備稼働、生産ロスの
見える化を実現

製造業で使用されるシステム群を
整備し、システム活用の試行を実現

生産ロス分析・
考察レポート

改善施策・効果試
算レポート

【オプション対応】

Ⅰ．ICT利活用診断 Ⅱ．ケーススタディ

「IoT診断フレームワーク」「ケーススタディフレー
ムワーク」を用いた報告書作成



Copyright © Mitsubishi Research Institute 4

目的 お客様 売上規模 検討テーマ 施策 経営成果 期間

現
場
力
再
強
化
の
課
題
発
掘

A社 鋼管
1,000～

3,000億円
現場力強化
(働き方改革)

IoTによる操業のリアルタイム
把握と管理工数削減
及び製造可能時間の増大

100百万円超/年
利益創出

18か月

B社
自動車
部品

1,000～
3,000億円

現場力強化、
原価低減

製造/設備/品質管理部門に
よる設備の突発停止/不良抑制

70百万円/年
製造原価低減

6か月

C社 食料品 500億円
現場力強化、
原価低減

計装化、設備制御高度化に
よる技術伝承、生産性向上

20百万円/年
省人化

4か月

D社 食料品 500億円
現場力強化、
利益創出

制御システムの有効活用による
切替えロス時間の削減

6百万円/年
利益創出

4か月

E社 食料品 50億円未満
現場力強化、
多品種少量対応

作業手順の見直し、標準化等に
よる生産性向上

3百万円/年
利益創出

3か月

検
討
施
策
の
実
行
判
断

F社 食料品 500億円
属人化業務の
仕組化

生産管理業務の仕組化による
業務ノウハウ伝承、生産性向上

10百万円/年
省人化

3か月

G社 食料品 50億円未満
現場力強化
（働き方改革）

IoT（タブレット等）の活用による、
紙帳票の全面見直し

3百万円/年
省人化

4か月

H社 畜産 500億円 匠の技術の仕組化
IoT・ビッグデータ解析・AI活用に
よる飼育ノウハウの伝承

200百万円/年
利益創出

4か月

I社
輸送機
部品

500～
1,000億円

ロジスティクス最適化
倉庫配置の最適化/拠点数
削減

120百万円/年
物流コスト減

3か月

J社 食料品
500～

1,000億円
属人作業の仕組化に
よる品質向上

FAシステム強化とOA連携による
コンタミ防止、トレサビ強化

ー
（事業リスク抑制）

3か月

戦
略
実
現
に
向
け
た
施
策
検
討

K社 機械
300～

500億円
QCD向上
グローバル対応

デジタル化推進、情報連携強化に
よる事業競争力強化

900百万円/年
限界利益向上

4か月

L社 食料品
1,000～

3,000億円
原価低減、
労働力不足対応

システム連携強化による
効率化と新技術活用自動化

工場の操業体制
半減

2か月

M社
半導体
部材

300～
500億円

CS向上による
売上増加

半導体業界水準の製造
実行系システム構築

売上40％増
中計目標

6か月

N社
水産・
農林

500～
1,000億円

事業管理の高度化
多角的な経営分析が可能な基幹
システム整備

売上50％増
中計目標

2か月

O社
特殊鋼/
自動車
部品

1,000～
3,000億円

海外工場管理
の高度化

IoT活用構想策定、中計に対応
した投資計画を立案、合意形成

売上30％増
中計目標

4か月

IoT診断サービス実績

お問い合わせ先

株式会社三菱総合研究所
〒100-8141 東京都千代田区永田町二丁目10番3号

営業本部 Tel: 03-6858-3493 Mail: service@mri.co.jp

(担当 企業DX本部 製造・サプライチェーン戦略グループ）

〇 期間：３か月～
〇 費用：500万円（税抜）～ ※対象とする工程・品目により変動します

IoT診断サービス期間・費用

【モニターキャンペーンのご紹介】
改善効果試算額を原資とした改善施策実行支援コンサルの採択に関する事前合意を条件に、
IoT診断サービスを特別価格にてご提供させて頂きます
※適用可否は事前に確認させて頂きます（条件によってはお受けできない場合があります）


